
令和年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

二
六
九

再
製
造
単
回
使
用
医
療
機
器

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

三

二
七
〇

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
物
の
公
表

を
行
う
件

七

四

二
七
一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

条
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
要
指
導
医
薬
品
の
一

部
を
改
正
す
る
件

九

三

二
七
二

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
二
百
十
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬

品
及
び
期
間
の
一
部
を
改
正

す
る
件

九

四

二
七
三

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効

率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確

保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
研
修

九
154
八
一

二
七
四

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効

率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確

保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
研
修

九
154
八
一

二
七
五

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効

率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確

保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
研
修

九
154
八
一

二
七
六

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
研
修

九
154
八
一

二
七
七

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研

修

九
154
八
一

二
七
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医

療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及

び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
二

六

二
七
九

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生

物
由
来
製
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
〇
特61

一

二
八
〇

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬

品
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇
特61

一

二
八
一

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
別
表
第

一
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
一

六

二
八
二

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
物
の
公
表

を
行
う
件

二
六

七

二
八
三

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
同
条
第
四
項
に
規
定
す

る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更

す
る
件

二
八

二

二
八
四

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控

除
額
を
変
更
す
る
件

二
八

二

二
八
五

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第

七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件

二
八

三

二
八
六

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第

八
条
の
二
第
二
項
各
号
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を

定
め
る
件

二
九
173

九

二
八
七

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施

行
規
則
第
九
条
第
二
項
及
び

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件

二
九
173
一
〇

二
八
八

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の

規
定
に
よ
る
年
金
た
る
保
険

給
付
等
に
係
る
給
付
基
礎
日

額
の
算
定
に
用
い
る
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め

る
件

二
九
173
一
〇

二
八
九

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第

十
六
条
の
六
第
二
項
等
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を

定
め
る
件

二
九
173
一
一

二
九
〇

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

一
条
の
四
第
九
項
の
規
定
に

基
づ
き
同
条
第
八
項
に
規
定

す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件

三
〇

五

二
九
一

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

一
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
七

項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
同

条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動

変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件

三
〇

五

二
九
二

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働

省
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す

る
告
示

三
〇
174

二
九
三

二
九
四

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
174

二
九
五

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
〇
特63

八

二
九
六

職
業
紹
介
事
業
・
労
働
者
派

遣
事
業
分
野
に
係
る
事
業
分

野
別
指
針
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
〇
特64

二
九
七

障
害
福
祉
分
野
に
係
る
事
業

分
野
別
指
針
の
一
部
を
改
正

す
る
件

三
〇
特64

二
九
八

医
療
分
野
に
係
る
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
第
十
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
事
業
分
野

別
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
〇
特64

二
九
九

介
護
分
野
に
係
る
事
業
分
野

別
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
〇
特64
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